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序   文

化学工学物性はプロセスの設計に必要不可欠なデータとなることはいうまでもない．1970
年代の石油化学に関する研究，1980 年代の超臨界二酸化炭素に関する研究，1990 年代の超

臨界水に関する研究，2000 年代の水素貯蔵やイオン液体に関する研究に見られるよう時代

を反映した物性データが収得されてきた．同時に，この間のコンピュータの発達は目覚まし

いものがあり，分子シミュレーションがパーソナルコンピュータで計算可能になり，分子構

造から相平衡などの物性を推算できるソフトウエアも容易に入手できる環境にある．文献検

索システムやデータベースが充実し，インターネットを経由したシミュレータから，また，

大学，公的研究機関，企業のシステムから，必要な情報を入手できるようになり，図書館で

文献複写することが少なくなったことは記憶に新しい．図書館は蔵書機関であると同時に

データベースのゲートウエイ機能を有することになった．しかし，その反面，新規な物質，

合成法，分離法に対して，必要な物性や相平衡データが入手できない場合ももちろん存在す

る．それに対して分子構造からシミュレーションが可能となっても，その物性が本当に現れ

るかどうか，さらには関連する物性データも同時に取得できないかというニーズも出てきた．

ドイツ Oldenburg 大学の J. Gmehling 教授は 1973 年から Dortmund Data Bank(DDB)を構築し，

ソフトウエアパッケージ Dortmund Data Bank Software Package(DDBSP)に組込まれている．

同時に The Laboratory for Thermophysical Properties(LTP)を 1999 年に設立し，必要に応じて

物性データの収得業務も行っている．残念ながら，わが国には，物性測定を専門とする測定

機関，企業などに依頼することは少なく，大学，公的機関との測定依頼や共同研究は，学会，

講演会などを通して測定者，技術者，研究者のクチコミに頼っていた感がある．本書刊行の

契機は 2011 年 9 月に当時の公益社団法人化学工学会基礎物性部会部会長および副部会長で

あり，本書編者でもある広島大学・滝嶌繁樹教授および九州大学岩井芳夫准教授の「どうし

ても欲しい物性があるのだが，どこに相談・依頼してよいか分からない」という民間企業，

公的機関，大学から要望に応えるべく部会員が保有している物性測定装置一覧を 11 月に基

礎物性部会ホームページ上に公開したのがはじまりである．このホームページは，今でも受

託研究や技術相談の道標となっている．さらに，日本の物性測定と物性推算に関して第一人

者であり，J. Gmehling 教授とともに世界の物性研究をリードしてきた日本大学栃木勝己教

授が分離技術会企画委員長就任時に，この財産をさらに広く一般に活用できないかという素

晴らしい企画を立案され，自らも編者を買って出て本書出版が実現に至った．

まずは，大学や研究機関がどのような装置や技術を持っているかを，各物性測定のスペ

シャリストに紹介していただいた．合わせて研究機関-企業間，研究機関-研究機関間の連携



を強く PR していただくことも念頭において執筆していただいた．さらには，原理・測定法

をわかりやすく解説していただき，技術相談のみならず大学，研究機関内での装置の引継，

移管の際にも活用いただくことも配慮いただいた．特に装置を用いて実際に測定する際の具

体的手順や，得られる数値データからの物性値への変換についても例示した．

本書の構成は 2 部構成になっており，第 1 部は緒論として 1 章化学工学物性実験の目的，

報告書作成法， 2 章数値取扱法について述べた．第 2 部の実験各論では 1 章 P-V-T 関係， 2
章蒸気圧， 3 章熱容量， 4 章気液平衡， 5 章溶解度， 6 章粘度， 7 章熱伝導度， 8 章拡散

係数を説明した．最後に基礎物性部会ホームページ上に公開したデータベースと国内外の物

性測定が依頼できる機関を加筆して巻末付録にまとめた．各項目の執筆を快諾し，詳細かつ

簡便に執筆いただいた各先生方に感謝する．また，出版において，分離技術会の三澤事務局

長，白石出版委員会長はじめ出版，企画委員の各先生には励ましの言葉と多くの助言をいた

だいた．ここに謝意をしめす次第である．

2015年 秋景爽風 編者を代表して

辻  智 也 しるす
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